
「わたし」の心の中にい
るもう一人の「わたし」。
“朝ごはんはおいしいと思
うわたし”と“ほんとうは
お菓子を食べたいと思う、もう一人のわたし”。二
人の「わたし」は違う気持ちを抱いてる。わたしっ
て？みんなはどうなの？

倉敷紡績で働く少女すて
らは、雑誌〈白樺〉でゴッホの
絵を見て心打たれ、「ゴッホ
が絵を描いたように小説を
書く」と自身の道を定める。
岡山を去ることになったすてらは、東京へと向かい
…。

悪政による貧困がはびこ
る唐代、仕官を願う杜甫は、
花形詩人の李白ら憧れの酒
豪を訪ねる。型破りな酒仙
たちとの交流を通じ、杜甫は民のために皇帝に諫
言することを決意するが…。

ゲームシナリオの仕事が
行き詰まり、逃げ場を求め
るように応募した小説でデ
ビューしたわたし。しかし
作品が商品として扱われる
ことに付いていけず、鬱になってしまい…。

絵本の森
ボランティアグループによる大型紙芝居や絵本の読み

聞かせを行います。ぜひ親子そろってご参加ください。
▶と　き　4月4日（土）　午前10時30分から
▶ところ　社会教育センター幼児遊戯室
▶対　象　小学校低学年、幼児

ゆめっ子のおはなし会
ボランティアグループによる楽しいおはなし会を開催
します。ぜひ親子そろってご参加ください
▶と　き　3月21日（土）　午後1時30分から
▶ところ　社会教育センター幼児遊戯室
▶対　象　小学校低学年、幼児
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感
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図書室通信 図書室
社会教育センター図書室
　28・5449

休 館 資料整理のため、3月31日（火）は、図書室をお休みします。

晴れの日の木馬たち
原田　マハ　著
（新潮社）

飲中八仙歌
杜甫と李白
千葉　ともこ　著
（新潮社）

弔いのひ
間宮　改衣　著
（新潮社）
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